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令和元年度～令和４年度 文部科学省研究開発学校

新教科「地球未来科」の充実と、

「地球未来科」で身に付けた力を生かしながら、

各教科で異年齢の協働的な学びを行い、

主体的な学びの育成を目指す
日時：令和５年１月18日（水）
大分県立安心院高等学校 外９校

研究開発課題

安心院・院内地域について
                                  
 
                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【連携１０校の位置関係】 

6,387⼈
院内町

1980年 9,846⼈
安心院町

3,198⼈2022年 5,117⼈
宇佐市ホームページより

宇佐市の高齢化率

36.6％
生徒数の減少が

著しい！

⼩中⾼⼀貫した
系統性のある教育課程の創造

連携型⼩中⾼⼀貫教育による
12年間の系統性を考えた新教科の構築

異年齢集団での教育活動における
「主体的な学び」と「批判的思考⼒」の育成

【研究の柱】

世界基準の「確かな学力」を育成する手立ての探究

【研究の方向性】

「思考力・判断力・表現力」育成を目指す「系統的教育課程」の開発

【研究の切り口】

「読解力」を基盤とした「リテラシー」の獲得

【研究の柱】

グローバル社会を「主体的」に生きる子どもを育成する手立ての探究

【研究の方向性】

「地球未来科」に係る「系統的教育課程」

「指導方法」

「評価」

【研究の切り口】

新教科「地球未来科」の設置

の小中高12年間を通した研究

【研究の柱】

異年齢集団における「主体的な学び」
「批判的思考力」

【研究の方向性】

地方創生・地域創造を踏まえた「地球未来科」との「教科横断的探究活動」

【研究の切り口】

ＳＴ活動・ＭＬ活動 などKEY STAGE・校種をつなぐ教育活動

◇研究開発１３年の概要 (H22〜R４)

を育成する手立ての探究

世界基準の「確かな学⼒」を育成する １期の概要
（H27～30年度）

研究主題

社会の諸問題を捉えて関わろう
とする意欲をもち、論理的に思
考し解決する力とコミュニケー
ション力を駆使し、グローバル
社会を主体的に生きようとする
児童生徒の育成

～捉える力（関わる力）、
解決する力、
英語をツールとした

コミュニケーション力
をつなぐ地球未来科の実践と
検証を通して～

KS1 テーマ 　自分と身の周り

小1

小2

KS2 テーマ 　身近な地域

小３

小4

小5

KS3 テーマ 　身近な地域と他の地域

KS4 テーマ 　世界の中の両院

中3

高1

高2

高3

小6

中1

中2

「新一年生をおせったい」～うめぐみさんとあそぼう～
「きせつのはっけんたのしもう（あき）」
「安心院のかんどうはっけんたい！」

「安心院の七不思議たんけん隊！」
「もっと知ろう！もっと広げよう！安心院の宝・鏝絵」

「安心院・院内学」

「ゴールデンツアー」

「個人研究」

地　球　未　来　科

「安心院イルミに参加しよう」
「Peace Messageを集めよう」

「安心院の未来計画図を作ろう」
「地域の課題解決のために行動しよう」

「地域の魅力を学び、安心院をPRしよう」
「地域をもっと知ってもらおう！」

「院内のしいたけ応援隊」
「地域の人に知ってもらおう！安心院の宝・鏝絵」

（ｹﾞ ｽﾄﾃｨ ﾁーｬ 活ー動）

小学生が高校へ

高校生による出前授業

Teaching Study

異校種による教

員の指導法研究

Interactive
Learning

小中高合同

発表会

地域参加型の

教育フォーラム

異年齢の協働的な学び

身に付けたい力

捉える力

解決する力

英語をﾂｰﾙとし

たｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力
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小1 小２ 小３ 小４ 小５ 小6 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

1

3 自己理解 振り返り（自分自身）

4

1

5

1
表現・コミュニケー
ション

（キーステージ１，２）
慣れ親しみ
（キーステージ３，４）
speaking
writing
プレゼンテーション
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視点 自分と身の周り 身近な地域 身近な地域と他の地域 世界の中の両院

安心院・院内　小中高一貫教育「地球未来科」を通して身につけたい力一覧

地球未来科目標

地域の課題や地球規模の課題についての、課題解決的、体験的な学習を通して、「社会の諸問題に関わろうとする意欲をもち、論理的思考力とコミュニケーション力を駆使し、グローバル
社会を主体的に生きようとする児童生徒」の資質能力を次のように育成する。

(A)「国際的視野で地域を捉える力」・・・地域のひと・ものことに関わったり、地域と世界とを比べたりしながら視野を広げ、多様な情報の中から、地域のよさや課題を見つけることが出来る。
(B)「地域の課題を国際的視野で解決する(工夫する）力」・・・地域の課題を設定し、必要な情報を収集・選択・活用しながら解決の方向性を導き出し、自他の役割を考えながら協力して主体的に行動できる
(C)「英語をツールとしたコミュニケーション能力」・・・自他の違いに気づき、相手に適切に伝えたり相手の言葉を適切に理解したりすることにより、言語や国籍を超えて人間関係を築いたり、国際的視野で思考したりする
ことが出来る。

身近な体験を通して学ぶ導入期 表現方法や気づきの基礎を作る育成期 学ぶ方法や探究的な態度を育成する充実期 論理的な思考力・表現力や課題解決能力を育成する発展期

段階

つけたい力・視点 具体的につけたい力～何ができるようになるか（地球未来科で目指す各段階での具体的児童生徒の姿）

・世界の中の両院の視点から、設定した課題を解決するための方法を工夫し、主体的、積極的
に課題解決のために考えたり、社会参画したりしようとする。

生活に生かす・主体的
・自分と身近なひと・もの・ことに関心を持って、
意欲的に生活や学習をする。

・自分と地域社会とのつながりに気づき、地域に役立つ活動をする。 ・活動内容を自分なりに広げたり、深めたりしながら、他者や地域社会と
ともに学んだことを実践していこうとする。

・　世界の中の両院の視点を持って広い視野で身近な問題と向き合い、解決策を発信し、実社
会の問題解決に取り組む。（社会参画）

関心・意欲

・具体的に身近なひと・もの・ことと関わる活動
に進んで関わり、自分と社会や自然とのかかわ
りに関心をもつ

・「？」を意識して身近なひと・ものことと主体的に関わり、相手意識・目
的意識を持ちながら、自分なりに工夫して繰り返し活動する。

・身近なひと・もの・ことと広い視野で向き合い、課題意識を持って自分
なりの工夫をしながら繰り返し活動し、解決のために積極的に取り組も
うとする

A
捉
え
る

（
関
わ
る

）
力
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・振り返りを通して、自分の特徴や可能性に気付き、それを発揮するとと
もに将来の生き方につなごうとする

・振り返りを通して身についた力を自覚することで、自分の可能性に気づき、進路選択等将来の
生き方につなごうとする。

・グループや地域の人、関係機関等とつながりを深め、協力して課題解決のための案を練った
り、積極的に活動したりする。

他者理解・（国際的視野（の芽生え））
・友だちの存在やよさ、周りの人の支えに気づく ・他者の良さを知り、外国の人を含めて相手の立場に立って考えること

が出来る
・他者の良さを認め、外国の人を含めて異なる他者を受け入れながらと
り組むことが出来る。

・他者の良さや違いを認め伝え合ったり、活動を通して出会った外国の文化や習慣の違い等を
尊重したりすることができる。

協働
・自分たちの良さを出し合って活動する ・友だちと力を合わせ協働する楽しさを味わい、その良さに気づく ・友だちや地域の人・関係機関と力を合わせて協働する大切さに気づ

き、問題の解決に向けての取り組みを成し遂げる喜びを感じる

・振り返りを通して、自分のよさやできること、成長したこと、自分らしさに
気付く

・ 集団生活に馴染み、集団における自分自身
の存在に気付く
・自分自身の成長に気付く

課題の捉え
　　事実的知識・概念

・自分と身近な人々、社会及び自然に親しみの
気持ちや愛着をもつ
・自分の周りには何があるのかを知り、それと
自分とのかかわりを理解する

・地域には何があるのか、、地域の特徴・新しい価値を見つける。
・地域の暮らしやそこで生活する人たちの思いや願いを知り、連携協力
して実現しようとしていることを知る。

情報収集 （活動する）

・ 家族や地域の人に聞いたり、資料を集めたり
する
・ 図書室の本などから見つける

・見る、聞く、触れる、作る、探す、育てる、遊ぶ
などして、直接働きかける

・生活上必要な習慣や技能を身に付ける

・言葉、絵、動作、劇化などによって表現する
・相手を意識して、（楽しめるように）働きかけ
る。

・ 観察や聞き取りなどで調べたことを自分なりにまとめたり表やグラフを
使って整理して表す
・他者の考えを尊重しながら、自分の考えをまとめ、他者にわかりやすく
発信する

・地域の自然・文化・産業等の価値を価値を探るとともに、他地域との違
いから、解決すべき課題を見つける。
・地域の課題を解決・克服するために様々の人が関わり活動しているこ
と、他地域と関わりながら価値を高めていこうとしていることを知る。

・世界の諸地域との比較や社会の変化に目を向け、地域の特性を考察することにより、地域の
価値や解決すべき課題を見つける。
・地域の自然・文化・産業等には限りがあり、課題解決のために様々な人がビジョンを描いて維
持・継続・更新のために努力していることを知る。

・情報を比較・分類するなど、探究の過程に応じた思考スキル・思考
ツールを身に付ける

・情報を比較・分類・関連付ける・多面的に見るなど、探究の過程に応じ
た技能を身に付ける。（思考ツールの選択活用→独自の思考ツールや
表→思考ツールなしで考える）

・ 自分たちを取り巻く社会に目を向け、経験や既習事項と関連させた
り、多面的に見つめたりして考え、課題をつくる

・自分たちを取り巻く社会に広く目を向けて、対象を多面的に捉え、活動の意図や目的を明確に
したりして課題を設定できる
（既知の課題ではないか、社会や地域的に意義があるか、自分たちの興味関心や探究したい課題か）

目的に応じた対象を決めて、 自分たちの身近なところから資料や情報
を集める
・聞き取りやアンケートで情報を集める
・ パンフレットやインターネットなどから情 報を集める。
　　　大切なところにアンダーラインを引く。
・  必要な情報を選んで、メモや写真などの情報を記録を残す

目的に応じた対象を決めて、
・ 目的に応じた方法で効果的・効率的に資料を集める（アンケート、イン
タビュー、実験、観察、実地調査など）
・ 他者の意見や課題解決の方向性から、必要な情報を取捨選択する

説明する、共同作業を行うなど直接的な関わりを持つ。
・仮説立てと検証の目的を持って、情報収集の計画を立て、実験、観察、実地調査、アンケー
ト、インタビューなどを行う。
・客観的なデータが得られる方法を選択し、活動や発表の強い論拠となるようにする。

・情報を取捨選択し、他者の意見や主張を建設的に評価したり、多面的なものの見方考え方を
身につける。（探究の過程に応じた適切な思考ツールを活用したり、創造したりして、情報を整理
する。→思考ツールなしで考える）

・量的な情報を、適切に整理・分析・加工し、相手に分かりやすい見せ方の工夫をする。
・社会、経済、国際交流などの視点から複雑に絡み合っている情報を、多面的総合的に整理し
て考える。

・ 生活や学習の中の疑問や驚きから問題に気づいたり、自分たちが暮
らす地域に目を向け、経験や既習事項と関連させて考え、課題を作る。

・視点を明確にして　比較、分類、関連づけなどの思考スキルを使い、
適切な思考ツールを活用して考える。

・視点を明確にして、他の情報と比較したり体験したことと資料を効果的
に関連づけたりして考え、社会・経済などの視点から、多面的・総合的
に考える。

国際的視野

アＡＬＴとの交流を通して、外国の遊びと日本の
遊びの似ているところや違いを感じながら楽し
む。

・ＡＬＴ等との交流を通して、外国との違いや似ているところを見つけた
り、地域や自国の文化に親しみを感じたりする。

・ALT等との交流を通して得た国際的な情報をもとに多様な視野を持っ
て考えることが出来る

・留学生等との交流を通して、文化や習慣、考え方等の違いを尊重し、寛容な態度と広い視野で
考えることができる

課題発見・課題設定
であう・みつける
（願いを持つ）
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3
整理・分析
スキル

（感じる考える）

・　ウェビングなどの簡単な思考ツールや、比べ
る・分ける・つなげる・たとえるなどの考える技
を使って考える。

/対象との出会いや具体的な活動や体験をとお
して、自分の思いや願いをもつ

・　配当単語を使った学習活動（歌やチャンツ・
ゲームなど）を通して楽しむ
・　簡単なあいさつができる。

・配当単語を使った学習活動（歌やチャンツ・ゲーム）などを通して楽し
む。
・　 （I like～.  What do you ～？ ） などの簡単な表現を使って、やり取
りができる。
・　学校や地域の良さを(I like～、This　is ～）などの英語活動等で学習
した簡単な表現方法で伝えようとする。

・教科で学習した英語表現を使って、簡単な日本語を英語に言い換え
てみる
・地域の情報（特徴や魅力）や自分の意見をまとまった英語で表現し、
伝えることが出来る。
・英語での質問に答えたり、相手に質問したりする。

・既習内容を活用しながら表現方法を考え、伝えることが出来る
・ALTや留学生等と国際的視野（柔軟で多面的な思考）で協働プランを実践できる。
・留学生や観光客との交流を通して、簡単なQ&Aができる。

・活動を通して気付いたことや楽しかったことな
どを、順序よく相手を意識して話す。

・相手や目的に応じて、多様な方法で表現しようとする
・ 組み立てを考え、中心をはっきりさせて発表する

・相手や目的に応じて、効果的な方法を選択して、表現しようとする
・ 資料等を効果的に使ったり、比喩などの表現方法等を交えたりしなが
ら、意図を明確にして発表する

・相手や目的・意図に応じ、効果的に表現し、相手の理解を得ることができるようにする。
・資料を効果的に使ったり、 比喩などの表現技法を適切に交えたりしながら、より相手に伝わり
やすい話ができるようにする。

B
解
決
す
る
力

・活動の過程や結果、成果などを学んだことを使って、工夫しながらわ
かりやすく整理して表す
・他者の考えを尊重しながら、自分の考えをまとめ、他者にわかりやすく
発信する。

・ツアーや協働プランなど実践的な場面を想定し企画するとともに、効果的に実行する。
・地域や関係機関・関係者等他者から得た情報や考えを考慮しながら、学んだことの成果・提言
など自分の考えをまとめ、発信する。

振り返り（学習方法や内容）
・体験や活動を振り返り、次の活動に活かす ・友だちとともに観点を明確にして活動を振り返り、次の活動に生かす ア次の活動を意識して、成果や課題をもとに観点を明確にして学習の仕

方や活動を振り返り、次の学習に活かす
・振り返りの中で明らかになったことを論拠として、国際的視野に立った問題の解決のために自
分と地域、社会をつなげて考えることが出来る。
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・相手や目的に応じて、多様な方法で表現しようとする
・ 組み立てを考え、中心をはっきりさせて発表する

・相手や目的に応じて、効果的な方法を選択して、表現しようとする
・ 資料等を効果的に使ったり、比喩などの表現方法等を交えたりしなが
ら、意図を明確にして発表する

・相手や目的・意図に応じ、効果的に表現し、相手の理解を得ることができるようにする。
・資料を効果的に使ったり、 比喩などの表現技法を適切に交えたりしながら、より相手に伝わり
やすい話ができるようにする。

言葉、絵、動作、劇化など 絵、図や表、絵地図、地図、写真、動画、文章、イラスト、ポスター、新聞、フリップボード、レポート、ＨＰ、討論会、スピーチ、プレゼンテーション、パネルディスカッション、ポスターセッション、ツアー　など

コミュニケーション（スキル）

・活動を通して気付いたことや楽しかったことな
どを、順序よく相手を意識して話す。

まとめ
　　表現

（表現する・行為する）

キーステージ１ キーステージ２ キーステージ３ キーステージ４

１期の成果

KEY STAGE
制の導入

身に付けたい
力一覧

12年間
系統立てた
評価規準
の作成

１期の課題

●「異年齢・異学年集団」の学びによる
効果の検証

●「主体的な学びの姿」とは？

●ルーブリック評価から見とれない
「内面の成長」をどのように見とるか

２期の
概要

(R1～4年度)

                           

                                                                     
 
                                                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【「育成を目指す資質・能力の３つの柱」との関連図】 

【連携１０校の位置関係】 

●連携型小中高一貫教育研究開発学校 研究開発概要図  【研究開発課題】 

「地球未来科」の充実と、「地球未来科」で身に付けた力を生かしながら、各教科で異年齢の協働的な学びを行い、主体的な学びの育成を目指す。 

【教科横断的学習活動】 

【KS（キーステージ）制における協働的な学習活動】 

【研究組織】 

【研究会・研修会・発表会】 

【評価と見取り】 

（身に付けた力を自ら生かそうとする姿） 

（自らの考えを吟味・修正して再構築する力） 

２期の研究課題

新教科「地球未来科」の充実と
「地球未来科」で身に付けた力を生かしなが
ら、各教科で異年齢の協働的な学びを行い、
主体的な学びの育成を目指す。
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研究の柱

①異年齢・異学年集団の協働的な学びの
実践による「主体的な学び」と

「批判的思考力」の育成

②児童生徒の変容をみとるための適切な
目標設定と系統的なルーブリック評価、
ポートフォリオの改善

（文章記述による主体性の評価、内面の成長のみとり）

主体的な学びの姿

地球未来科における「主体的な学びの姿」の定義

地球未来科で身に付けた力を

自ら生かそうとする姿

振り返りを通して身に付けた力を自覚することで
自分の可能性に気づき、他の学習活動や進路選択
等将来の生き方に生かそうとする。

主体的な学びの姿の評価規準

KEY STAGE３・４（小５～高３）

振り返りを通して身に付けた力を自覚することで
自分の成長に気づくことができる。

KEY STAGE１・２（小１～小４）

振り返りの記述内容
から評価

批判的思考力

地球未来科における「批判的思考力」の定義

自分の考えを他者や他地域と比べる
（多面的・多角的に捉える）ことを通して、
自らの考えを吟味・修正して再構築する力
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身に付けたい力一覧表の
「解決する力」➂整理・分析スキルで評価

批判的思考力の評価 異年齢・異学年集団による協働的な学び

ＳＴ（Student Teacher)活動

高校生が先生役として小学生に教える活動

ＭＬ（Middle Leader)活動

小学６年生と中学１年生の交流会や発表会で意見交換
（KEY STAGE3 の活動）

批判的思考力の育成

主体的な学びの育成

ＳＴ活動実践例
令和 4年度に実施した地球未来科のＳＴ活動 

内 容 対 象 

プラチナツアー 安心院地区の小学校 4 年生と高校 2年生 

大根・白菜の栽培 小学校 2年生と高校園芸マネージメントコース 2年生 

ブドウの栽培 小学校 2年生と高校園芸マネージメントコース 3年生 

  

令和 4 年度に実施した教科によるＳＴ活動 

教科・科目 内 容 高校生 小学生 

理科・生物基礎 光学顕微鏡で生き物を観察しよ

う 

一般コース 2 年生 6 年生、 

4・5年生 

商業・簿記 安心院 BOKI★ゲーム 情報会計コース 2 年生 5 年生 

地理歴史・地理 B 地図や GIS から防災を考えよう 一般コース 2 年生 4 年生 

家庭・発達と保育 高校生とクリスマスリースをつ

くろう 

子どもの発達と 

保育選択 3年生 

1 年生 

捉える力 解決する力 英語ｺﾐｭ 主体性 捉える力 解決する力 英語ｺﾐｭ 主体性

3年生の活動を振り返り、今年度の
活動を考える。

A-1

鏝絵についてイメージを広げ、調べたいこと、
やってみたいことを考え、自分で決めた方法で
調べる。

B-1
B-2

自分たちで調べたことをもとに実際に鏝
絵を見学する。 A-1 B-2

もっと詳しく知るためにゲストティーチャ
に聞いてみる。 B-2

ゲストティーチャーと一緒に鏝絵め
ぐりをする。

A-1 B-2

鏝絵を見学して分かったこと、調べてわ
かったことを整理する。 B-3 C-1

鏝絵新聞にまとめる。 B-4

鏝絵新聞を発表する。（GTに） A-2
B-4
B-５

自分たちにできることを考える。
（ガイドツアー）

B-1

ガイドツアーの計画を立て、準備を
する。

B-2
B-3

PTで学んだことを振り返る。
B-2
B-3

鏝絵の魅力が伝わるようにガイド内容を
考える。

B-3

ガイドツアーの練習をする。 A-2 B-4

評価したものを整理し、まとめを
する。

B-5

単元を通してつけた力を振り返
る。

A-3

鏝絵の魅力を広げ
よう

3

鏝絵作家や保存会の方から活動
や鏝絵に対する思いを聞く。　鏝絵
を製作する。

A-2 B-2

B-4
B-6

B-2 C-２

鏝絵に関わる方たちの思いをまと
める。

A-4 B-3

5

4

5

学年 学習内容 学習活動 時数
評価規準（身に付けさせたい力）

鏝絵に関わる方々
の思いを知ろう

鏝絵の魅力を広げ
よう

振り返り

これまでわかったこ
とを整理しよう

鏝絵ってどんなも
の？

8

8

2
プラチナツアーを体験して、自分た
ちのガイドツアーにいかせることを
探す。

ST活動（PT実施）

鏝絵ツアー ◎

7

小
学
校
４
年

◎

鏝絵の魅力が伝わるようにガイド
ツアーを行う。

A-2 
高
１

ST活動（小学生指導
・安心院小学校の「鏝絵調べ発表」に参
加し、指導・助言をする。

2

ポートフォリオ
・これまでの活動を振り返り、自分の身
についた力について確認し、レポートを
作成する。

1 A-3

C-１ ◎

高
校
２
年

バーチャルツアー
・実際にツアーをしているような場を設
定し、校内で発表し合い、教え合う。

2

ポートフォリオ

B-3
②

学年 学習内容 学習活動 時数
評価規準（身に付けさせたい力）

C-1

GTコンペ準備
・魅力ある発信を意識したプレゼンテー
ションの練習を行う。

5

B-4①

B-5

GT準備 ・ゲストに向けてのツアーを準備する。 4 A-1
B-4
①

・これまでの活動を振り返り、自分の身
についた力について確認する。 1 A-3

GTコンペ
・プレゼンテーションの審査によりゴール
デンツアーを実際に行うチームを選出
する。

2
A-2
①

2
B-4
②

C-2

ST活動（PT実施）
・地域の小学４年生に向けて「鏝絵ツ
アー」を英語でを行う。 2

B-4
②

C-2 ◎

PT企画・準備
・地域の小学生に向けての「鏝絵ツ
アー」の準備をする。 4 A-2

B-4
②

GT実施 ・ゲストに向けて実際にツアーを行う。

ＳＴ活動

地球未来科：プラチナツアー
のカリキュラム

カリキュラム
マネジメント
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ＭＬ活動年間計画

ＭＬ活動の年間指導計画 

 ①交流につながる活動 ②交流会 ③地区別発表会 ④全体交流会 

活動時期 １学期 ７月～１月 ２月上旬 ５月 

活動学年 小学 6年生と中学 1年生 中学 1，2年生 

活動範囲 各小学校別 学年全体 

活動場所 各小学校,ZOOM 中学校 

カリキュラムマネジメントＭＬ活動

児童・生徒による目標設定 単元始めシート 児童・生徒による目標設定
地球未来科でつけたい力表【院内中１・２年生（KS3）】 

Ａ
の
力 

１ 

自分から地域に 

関わる力 

・身近なひと・もの・ことについて、課題意識を持って向き合い、自分なりの工夫をしながら課題解決のために積極的

に取り組もうとする。 

生活にいかす力 ・学んだことを生活の様々なところでいかそうとする。 

２ 

目的を達成するために 

協力する力 
・友だちや地域の人、関係機関と協力して活動する大切さに気づき、問題の解決に向けての取り組みを成し遂げる。 

他者のよさに気づく力 ・他者のよさを認め、受け入れながら活動することができる。 

３ 自分のよさに気づく力 ・振り返りを通して、自分の特徴や可能性に気づき、それを将来につなごうとする。 

４ 
地域の特徴や価値を 

理解する力 

・地域の自然・文化・産業等の価値を見つけるとともに、他地域との違いから、解決すべき課題を見つける。 

・地域の課題を解決・克服するために様々の人が関わり活動していること、他地域と関わりながら価値を高めていこう

としていることを知る。 

Ｂ
の
力 

１ 課題を設定する力 
・自分たちの周りの社会に目を向け、経験や学習したことと関連させたり、いろんな角度から考えたりして、課題をつ

くる。 

２ 情報を収集する力 
・目的に応じた対象を決めて、目的に応じた方法で効果的・効率的に資料を集める。 

（アンケート、インタビュー、実験、観察、実地調査など） 

３ 
情報を整理する力 

情報を分析する力 

・目的や何について考えるかを明確にして、他の情報や体験したことと調べたことを、比較したり関連付けたり、 

情報を分類したりしていろんな角度から考える。（思考ツールの利用、意見交流） 

４ まとめて表現する力 

・活動の過程や結果、成果など学んだことを使って、工夫しながらわかりやすく整理して表す。   

・他者の考えも受け入れながら、自分の考えをまとめ、他者にわかりやすく発信する。 

・相手や目的に応じて、効果的な方法を選択して、表現しようとする。  

・表やグラフ、例えなどの表現方法等を使いながら、何を伝えたいかを明確にして発表する。 

５ 振り返り繋げる力 ・次の活動を意識して、学習の仕方や活動を振り返り、次の学習や他教科の学習に活かす。 

Ｃ
の
力 

１ 
外国語を使って、 

表現する力 

・教科で学習した英語表現を使って、簡単な日本語を英語に言い換えてみる。 

・地域の情報（特徴や魅力）や自分の意見をまとまった英語で表現し、伝えることができる。 

・英語での質問に答えたり、相手に質問したりする。 

2 国際的な視野を持つ力 ・ALT 等との交流を通して得た国際的な情報をもとに多様な視野を持って考えることができる。 

つけたい力表
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【主体的な学び】
○単元末シートの⾃⼰評価
☆単元末シートの振り返りの記述

→評価規準をもとに指導者評価
☆発⾔・態度

【内⾯の成⻑】

【身に付けたい力】
○本時・単元末シートの⾃⼰評価
☆本時・単元末シートの記述
☆ポートフォリオの内容
☆発⾔・態度

≪12年間をつなぐ≫
◆ルーブリック評価集計表
◆単元末シート集計表
◆電子ポートフォリオ
◆指導要録 様式3
◆連携の記録

【批判的思考力】
ML活動において、重点的にみとる
評価規準：B-3をもとに作成
○本時・単元末シートの⾃⼰評価
☆本時・単元末シートの記述
☆発⾔・態度

≪評価の手立て≫
○自己評価 ☆指導者評価
◆ポートフォリオ
◆ルーブリック
◆単元末シート
◆発言・態度

評価方法 KEY
STAGE

3 身に付けたい力
ルーブリック評価

主体的な学び
記述のみとり

単元末
シート

KEY STAGE 4
高校

ﾘﾌﾚｸｼｮﾝｼｰﾄ

 身に付けたい力等 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 自分の評価 
教員の

評価 

探
究
活
動
⑤
【
ゴ
ー
ル
デ
ン
ツ
ア
ー
・
プ
ラ
チ
ナ
ツ
ア
ー 

（
報
告
会
）】 

捉
え
る
力 

（
関
わ
る
力
） 

他者の良さや違いを認め

伝え合ったり、活動を通し

て出会った外国の文化や

習慣の違い（小学生の見方

考え方）を尊重したりする

ことができた。 

外国の文化や習慣

の違い(小学生の見

方考え方)を取り入

れた GT･PT を実

践し、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな視

点で両院を伝えら

れた。 

外 国の文化 や習

慣の違い(小学生

の見方考え方)を

取り入れた GT･

PT を 実 践 で き

た。 

GT･PT の中

で外国の文化

や習慣の違い

( 小 学生 の見

方 考 え方 )を

知った。 

GT･PT を実

践した。 

 

 

 

理由 

解
決
す
る
力 

相手や目的・意図に応じ、

効果的に表現し、相手の理

解を得ることができるよ

うにする。 

GT･PT で地域の

課題や魅力(文化)

を伝えると共に、

GT(両院にまた来

たい)PT(地域の魅

力を発信したい)と

思ってもらえるﾂｱｰ

ができた。 

GT･PT で地域の

課題や魅力(文化)

を伝えると共に、

相 手が満足 する

交流ができた。 

GT･PT で地

域の課題や魅

力(文化)を伝

えることがで

きた。 

GT･PT で地

域の課題や魅

力(文化)を伝

えることがで

きなかった。 

 

 

 

理由 

英
語
を
ツ
ー
ル
と
し
た 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力 

留学生等との交流を通し

て、文化や習慣、考え方等

の違いを尊重し、寛容な態

度と広い視野で考えるこ

とができる。 

ALT(小学生)の考

え方(文化や習慣の

違い)を尊重して、

相手に伝わる英語

表現を沢山取り入

れた GT･PT を実

践できた。 

ALT(小学生)の考

え方(文化や習慣

の違い)を尊重し

て、相手に伝わる

GT･PT を実践で

きた。 

相手に伝わる

GT･PT を実

践できた。 

GT･PT を実

践できた。 

  

理由 

主
体
的
な
学
び 

振り返りを通して身に付

いた力を自覚することで、

自分の可能性に気づき、進

路選択等将来の生き方に

つなごうとする。(ｻﾏﾘｰﾎﾟｰ

ﾄﾌｫﾘｵ) 

身に付いた力を具

体的に挙げ、他の学

習活動や進路選択

のどこにどう活か

すのか具体的に書

けている。 

身 に付いた 力を

具体的に挙げ、今

後 の学習活 動や

進 路選択に 活か

そうとしている。 

活動の振り返

りはできてい

る。 

ほとんど記入

できていない。

空欄がある。 

 

 

 

理由 

 

身に付けたい力
ルーブリック評価

KEY STAGE 4
高校

ｻﾏﾘｰﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ
●それぞれの小学生の見方・考え方につい

て気づきましたか。

●それぞれの小学校とのツアーで、どんな

Ｑ＆Ａをしましたか。【Ｃ－１】

●今までの英語の授業をどの場面でどのよ

うに活かしましたか。【Ｃ－１】

●それぞれの小学生と交流した感想

など

主体的な学び
記述のみとり



7

KEY STAGE ２

１２年間の学び（ポートフォリオ）

小４活動①
捉える力
生徒評価

小４活動①
解決する力
生徒評価

小４活動①
英語
生徒評価

小４活動①
記述Ⅰ

小４活動①
記述Ⅱ

小４活動①
めざす姿
生徒評価

生徒記述
に対する
教師評価

学校名

S S 櫛野さんに質問した。メモをした。
櫛野さんの話を聞いて石橋のことをいろいろ学びました。鳥
居橋も知りたい。

S S 院内北部小

S S 調べたことを新聞に書いた。 分かったことを新聞にまとめられた。日本の石橋を見たい。 S S 院内北部小

S S 調べたことを新聞に書いた。
櫛野橋についていろいろなことが分かってよかった。石橋の
作り方をもっと知りたい。

S S 院内北部小

S S 櫛野さんに質問した。メモをした。
櫛野さんが櫛野橋の掃除をしていてびっくりした。櫛野さん
は全部の質問に答えていたのですごいと思った。質問できて
良かった。

S S 院内北部小

S S 櫛野さんの話をメモできた。
櫛野橋を知ることができてよかった。石橋の名前を覚えた
い。あと，全部の石橋に行ってみたい。

S S 院内北部小

S S

人に質問をできるようになった。タブレットや本で情報集め
をした。家族に取材できた。マトリックス・クラゲＣ・コン
セプトマップ・ＷＬ・座標軸・イメージマップ・熊手Ｃを使
えるようになった。

いろいろな野草を調べられた。野草の写真を山に取りに行っ
たりして楽しかった。

A S 佐田小

S S
しつもんをできるようになった。毒になる草のじょうほうを
集められた。取材をいろんな人にできた。

ほかの思考ツールを使ってみたい。 S S 佐田小

S S
タブレットを使って野草を調べることができた。取材ができ
た。実際に見て調査することができた。

野草はいろいろあって楽しかった。熊手チャートで調べるこ
とができた。

A B 佐田小

S S
家族に取材することができた。クラゲチャートを使えるよう
になった。

野草調べをして、知らない野草を知ることができた。次はい
ろいろな思考ツールを使ってみたい。

S S 佐田小

S S
人に聞くことが苦手だったけど、取材をやってたらできるよ
うになった。

思考ツールを使ってじょうほうを集めることができてうれし
かった。

S S 佐田小

A A 情報の集め方や整理の仕方がわかり、上手にまとめた。
深見のじまんをたくさん見つけ、上手にパンフレットづくり
ができた。

S A 深見小

S A
情報の集め方や整理の仕方がわかり、上手にまとめた。

  
深見のじまんをたくさん見つけ、楽しくパンフレットづくり
ができた。

S A 深見小

ＳＴ活動例① 小２(地球未来科）高校園芸ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｺｰｽ

＜種まき＞ 

大根の種をまくのは、間をあけた方がいいよ。 教えてもらったように できるかな。 

＜収穫＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「両手でまっすぐ 
引くといいよ。」 

どのくらい長く 
なっているかな。 

大きく育ったなあ。 

「重さを測ってみようか。」 

＜⾼校⽣へのプレゼント＞
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ＳＴ活動例② 小４(地球未来科）高２（地球未来科）

事前交流会：小学生にｱﾄﾞﾊﾞｲｽ
英単語カードの提示

次回までに覚えておこう

7月

ﾌﾟﾗﾁﾅﾂｱｰ開始 高校生の評価

次のツアーへ出発！

楽しいクイズ

11月

ＳＴ活動その他 各教科によるST活動

理科・生物基礎

光学顕微鏡で
生き物を

観察しよう

商業・簿記

安心院
BOKI★ゲーム

地理歴史・地理B

地図やGPSから
防災を考えよう

全体交流会（５月） 中学１年生と中学２年生との交流

ＭＬ活動

１年生が校区の魅力を発表 ２年生から質問や評価をしてもらう
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小学生への発表（６月） 中学１年生が小学６年生に発表

１年生が発表し、６年生に発
表の仕方や資料のつくり方を
見てもらう

6年生は今後の活動の見通しを
持つ

ＭＬ活動

小学生の発表テーマを知る（７月）

Zoomを利用して、グループごとに
テーマについての交流

ＭＬ活動

交流会①（10月） 中学１年生が小学６年生にアドバイス

交流会②（11月）

中学１年生がPMIシートを
もとに、小学6年生にアド
バイスを行う

交流会①の反省で会話ができ
るように「なぜ？」「これは
どぉ？」の質問を意識

ＭＬ活動 分析 「身に付けたい力」のルーブリック評価

KEY STAGE 1

KEY STAGE 2

KEY STAGE 3

KEY STAGE 4

A評価➜増

S評価➜増

S評価➜増

S・A評価➜増

B・C評価
➜減
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「B解決する⼒」ー「３整理・分析スキル」 ⼩６ 中１

Ｓ ⾃分の考えを他の情報と⽐較して、ちがいや共通
点を整理し、⾃分の考えを⾒直すことができた。 68 40

Ａ ⾃分の考えを他の情報と⽐較して、ちがいや共通
点を整理することができた。 32 47

Ｂ 視点に沿って、⾃分の考えを持つことができた。 0 13

Ｃ ⾃分の考えを持つことができなかった。 0 0

交流会前 交流会後 交流会前 交流会後

Ｓ 58 84 42 77

Ａ 42 16 51 16

Ｂ 0 0 7 7

Ｃ 0 0 0 0

⼩６ 中１

分析 批判的思考⼒
ルーブリック評価 記述による振り返りと評価

【交流会前と交流会後の⾃⼰評価】 （％） 【１年間のＭＬ活動の振り返り時の⾃⼰評価】（％）

振り返りの変容

交流会① 交流会②【中学生】

【小学生】

分析 批判的思考力

分析 主体的な学び

KEY STAGE 1

分析 主体的な学び

KEY STAGE 2
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分析 主体的な学び

KEY STAGE 3

地球未来科以
外の学習活動
に生かしたい今後の地球未

来科の活動に
生かしたい

生かしたい！

分析 主体的な学び

KEY STAGE 4

進路学習

就職後の
活動

個人研究

学習活動

研究開発の成果
①主体的な学びの育成 ➜ＳＴ活動は主体的な学びの育成に効果あり

高校生…「小学生に理解してもらうために工夫したい！」

小学生…「高校生のようになりたい！」

②批判的思考力の育成 ➜ＭＬ活動は批判的思考力の育成に効果あり
中学生…「小学生に思いを伝えながら、資料の改善ができた」

小学生…「自分の思いを伝えきれなかった！もっと調べたい」

➂児童・生徒による目標設定 ➜主体的な学びにおいて有効
達成意識が高まり、見通しを持って主体的に学習に取り組めた

④ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ評価･ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの記述のみとり ➜児童・生徒の成長を客観視
ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ評価により自己の成長を自覚し、次の活動に活かそうとする姿が見られた

⑤地球未来科で育成した「主体的な学びの姿」➜将来の生き方に繋げる
地球未来科で育成した「主体的な学び」が進路開拓につながっている

研究開発の課題

●異年齢・異学年集団との協働的な学び

➜複数回実施するには時間と予算が必要

●ＳＴ活動 ➜対象を中学生にも広げることも検討

高校生の学びの専門性を生かすため

●ＭＬ活動 ➜小学６年生と中学２年生の活動にすることを検討
更なる効果を得るため、思考レベルの上がる中学２年生との交流の方が効果的
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地球未来科で育成した「主体的な学び」の姿


